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和和

4444年年
卒卒
））

さ
て
の
、
過
日
。

と
は
、
１
月
下
旬
の
話
な
れ
ど
の
、

「
立
命
電
友
会
事
務
局
」
妙
齢
の
美
女

よ
り
、
メ
ー
ル
一
発
、
受
電
。

オ
ッ
と
の
、
妙
齢
か
、
美
女
か
は
、

お
会
い
し
て
ま
せ
ぬ
故
、
不
明
な
れ
ど

で
す
。
で
の
、
瞬
時
、
美
女
か
ら
の
、
ラ
ブ

レ
タ
ー
か
と
。

そ
ん
な
筈
は
の
、
「
件
名
」
チ
ラ
見

の
、「
立
命
電
友
会
執
筆
の
お
願
い
」

ま
あ
、
云
う
た
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
的
、

そ
の
手
の
類
の
全
会
員
に
打
電
の
話
か

と
。思
い
つ
つ
の
、
文
面
拝
読
で
の
、
え

の
、
ギ
ク
リ
。

「
会
長
の
瀬
見
様
よ
り
ご
推
薦
を
頂

き
、
表
紙
に
執
筆
を
お
願
い
で
き
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。」

イ
ヤ
、
瀬
見
英
利
君
（
以
下
、
瀬
見

君
）
な
ら
承
知
の
、
彼
、
立
命
電
友
会

会
長
様
し
て
る
か
と
。

知
ら
な
ん
だ
な
と
。

イ
ヤ
イ
ヤ
、
何
を
隠
そ
お
の
、
隠
す

事
は
無
い
の
、
瀬
見
君
と
は
、
同
期
生

で
し
て
。

昨
年
末
、
少
人
数
（
６
名
）
同
窓
会

に
、
瀬
見
君
、
顔
出
し
の
、
そ
れ
が
実

に
、
卒
業
（
昭
和

44年
）
以
来
の
事
で

し
て
。
な
ら
ば
の
、
多
少
の
心
当
た
り
あ
る

は
事
実
の
、
そ
や
け
ど
な
ぁ
と
。

「
執
筆
」
の
２
文
字
、
重
た
い
わ
と
。

「
投
稿
」
な
ら
、
し
て
る
の
、
電
子

掲
示
板
と
称
す
る
の
モ
ノ
な
れ
ど
と
。

「
取
材
」
さ
れ
る
も
、
経
験
あ
る
の
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
名
称
「
シ
バ
ケ
ン
の

天
国
」）
に
関
連
で
の
。

と
か
の
、
一
寸
だ
け
、
宣
伝
さ
せ
て

戴
き
の
。
宣
伝
し
て
も
、
一
銭
の
儲
け

に
な
ら
ぬ
で
す
が
。

で
の
、
同
窓
会
に
て
の
、
閲
覧
し
て

頂
戴
な
と
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
存
在
、

教
え
た
は
事
実
。

斯
く
な
る
で
の
、
「
執
筆
」
な
る
文

言
重
い
け
れ
ど
の
、
そ
と
な
れ
ば
の
、

断
る
の
も
な
と
。
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私
、
こ
見
え
て
も
、
義
理
堅
く
。
そ

れ
が
唯
一
無
二
の
取
り
得
哉
。

さ
も
な
く
ば
の
、
執
筆
依
頼
、
来
る

筈
無
く
。

世
間
周
知
の
有
名
、
高
名
で
無
く
、

完
全
無
名
。

立
命
館
大
学
に
は
、
卒
業
し
て
以
来
、

寄
っ
た
事
無
く
。
衣
笠
学
舎
の
ソ
バ
な

ら
、
幾
度
も
通
過
し
て
る
で
す
が
。
ド

ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
に
最
適
で
し
て
。

さ
れ
ど
の
、
大
学
の
、
各
種
行
事
に
、

不
義
理
の
参
加
し
た
事
も
無
く
。

先
程
、
義
理
堅
い
と
、
申
し
た
で
す

が
、
別
途
の
話
、
出
不
精
で
し
て
。

で
の
、
瀬
見
君
、
そ
ん
な
事
で
の
、

も
１
人
、
大
学
に
ご
縁
が
存
在
し
て
る

で
す
。
津
田
見
眞
君
（
以
下
、
見
眞
君
）
で

し
て
。
イ
ヤ
、
両
君
、
立
命
館
大
学
に
て
の
、

後
輩
の
指
導
し
て
る
で
す
て
。

単
純
明
瞭
、
単
刀
直
入
、
云
う
て
や

る
の
凄
い
ぞ
の
、
同
期
生
で
２
人
も
や

で
と
。
と
か
と
か
の
、
宣
伝
し
て
も
、
自
慢

を
し
て
も
、
こ
れ
又
、
私
に
一
銭
の
儲

け
に
成
ら
ぬ
で
す
が
。

正
直
、
我
が
事
の
如
く
に
、
嬉
し
く
、

自
慢
哉
。

見
眞
君
な
ら
、
先
の
同
窓
会
に
は
ン

年
前
よ
り
参
加
し
て
ま
し
て
。
前
回
に

は
、
た
ま
た
ま
の
ご
用
で
不
参
加
で
し

て
。そ
ん
な
話
は
結
構
の
、
見
眞
君
か
ら

は
、
瀬
見
君
の
事
も
聞
い
て
る
の
、
大

学
主
催
の
各
種
催
し
の
世
話
役
や
っ
て

る
と
、
だ
け
で
し
て
。

大
学
で
、
後
輩
の
指
導
し
て
る
。

と
ま
で
は
、
聞
い
て
ま
せ
ん
で
し
て
。

云
う
て
て
も
、
右
か
ら
、
左
に
ス
と
抜

け
て
る
か
と
。

兎
に
角
、
世
話
役
や
っ
て
る
と
の
事

で
の
、
瀬
見
君
、
そ
ん
な
に
、
世
話
焼

き
や
っ
た
か
な
ぁ
と
。
年
月
経
て
、
人

間
の
幅
も
出
来
た
か
と
。

幅
ね
え
。

過
日
、
同
窓
会
の
折
、
紳
士
然
た
る

の
が
、
こ
っ
ち
の
方
に
接
近
の
。
よ
お

知
ら
ん
の
が
、
何
用
か
と
、
顔
見
て
も
、

分
か
ら
ん
で
も
の
。

ソ
ラ
、
卒
業
以
来
、

44年
ぶ
り
で
し

て
、
腹
見
て
嗚
呼
と
、
瀬
見
君
か
と
。

変
わ
っ
て
な
い
な
ぁ
と
、
変
な
処
で
、

安
堵
し
て
。

で
の
、
両
君
、
そ
ん
な
に
優
秀
や
っ

た
か
な
ぁ
と
。

優
秀
で
無
い
と
は
申
し
て
ま
せ
ん
。

表
現
変
え
れ
ば
、
そ
ん
な
に
頭
抜
け
て

た
の
印
象
無
く
。

さ
れ
ど
の
、
瀬
見
君
、
印
象
深
く
、

再
会
、
楽
し
み
に
し
て
た
で
す
。

彼
の
学
生
時
代
、
真
面
目
の
糞
真
面

目
の
顔
し
て
、
冗
談
連
発
、
剽
軽
族
。

且
つ
は
、
紅
顔
の
美
青
年
。

誰
し
も
の
、

20歳
そ
こ
そ
こ
な
ら
、

紅
顔
の
美
青
年
な
れ
ど
で
す
。

44年
を

経
て
、
そ
の
ま
ま
な
ら
、
妖
怪
、
物
の

怪
、
化
け
物
、
幽
霊
で
し
て
。

つ
い
で
に
な
ら
、
電
気
工
学
科
の
面
々

に
、
不
真
面
目
、
香
具
師
、
虚
言
癖
の

存
在
、
知
ら
ん
わ
の
。

概
ね
、
堅
物
、
石
部
金
吉
多
い
か
と
。

で
の
、
私
、
現
在
、
京
都
亀
岡
在
住

な
れ
ど
で
す
。

京
都
で
生
ま
れ
、
育
ち
、

24歳
に
て
、

京
都
市
出
た
で
す
が
。

イ
ヤ
、
ご
幼
少
の
頃
よ
り
、
聞
か
さ

れ
て
ま
し
て
。「
立
っ
ち
ゃ
ん
」「
同
や

ん
」
な
る
の
、
文
言
を
で
の
、
意
味
合

い
、
誰
も
が
承
知
の
、「
立
っ
ち
ゃ
ん
」

な
る
は
、
親
し
み
込
め
て
。

「
同
や
ん
」
、

ボ
ン

ボ
ン
、
一
寸
だ

け
え
え
恰
好
し
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
含
ま

れ
て
る
か
と
。

さ
て
の
、
我
等
が
受
験
時
代
、
私
学

で
、
大
学
、
立
命
館
、
同
志
社
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
す
。

京
都
は
、「
学
生
の
都
」
で
あ
り
の
。

私
学
な
ら
、
外
に
も
一
杯
あ
る
で
す
が
。

当
世
、
一
々
の
覚
え
て
ら
れ
ん
程
、
存

在
致
す
で
す
が
。
理
系
は
、
二
校
以
外
、

存
在
し
て
ま
せ
な
ん
だ
で
す
。

で
の
、
同
志
社
な
る
は
、
親
金
持
ち

の
、
一
寸
だ
け
、
頭
の
え
え
子
女
の
、

大
学
で
あ
る
の
印
象
強
く
。

対
し
て
、
立
命
館
な
る
は
、
貧
乏
人

の
小
倅
の
。
ホ
ン
の
僅
か
だ
け
、
頭
の

え
え
の
、
向
学
心
旺
盛
な
る
の
が
進
む

の
大
学
で
の
、
授
業
料
も
私
学
で
、
一

番
に
安
か
っ
た
で
す
。

そ
ん
な
次
第
の
、
私
、
問
答
無
用
の
、

志
望
校
、
決
ま
っ
て
ま
し
て
。

但
し
、
向
学
心
旺
盛
、
別
途
の
話
な

れ
ど
で
す
。

で
の
、
こ
こ
だ
け
の
話
の
、
当
時
、

立
命
館
大
学
理
工
学
部
で
の
、
難
関
、

電
気
、
機
械
。

よ
り
に
寄
っ
て
、
何
故
に
電
気
工
学

科
を
選
択
か
と
な
れ
ば
の
、
怖
い
物
知

ら
ず
で
あ
っ
た
だ
け
。

運
任
せ
の
、
入
れ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ

と
。偏
差
値
な
ん
か
知
ら
ん
わ
の
。
模
擬

試
験
の
結
果
判
明
、
半
年
経
っ
て
か
ら

や
で
と
。

何
分
の
、
パ
ソ
コ
ン
で
は
無
く
、
電

子
計
算
機
の
時
代
哉
。
そ
れ
も
、
使
わ

ず
の
手
計
算
哉
。

さ
て
の
、
「

豪
語

・
日

本
国

史
上
最

多
最
強
軍
団
」
意
味
な
る
は
、
我
々
、

所
謂
の
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
の
、

公
称
２
７
０
万
人
。

当
世
、
１
０
０
万
人
。

日
本
国
史
上
最
多
、
歴
戦
の
最
強
世

代
哉
。
反
面
、
邪
魔
者
扱
い
、
標
的
に

も
、
さ
れ
て
る
で
す
が
。

以
て
、
我
が
同
期
生
、
瀬
見
、
見
眞

両
君
、
大
学
で
指
導
し
て
る
は
、
分
か

る
気
が
と
。

そ
れ
で
、
モ
一
発
、
禁
断
・
奇
談
、

こ
こ
だ
け
の
話
。

平
成
６
年
、
理
工
学
部
、
草
津
に
移

動
。正
直
、
寂
し
い
思
い
致
し
て
る
で
す
。

私
共
、
残
念
乍
ら
の
、
草
津
に
想
い

出
皆
無
の
、
右
も
左
も
分
か
ら
ん
わ
と
。

願
わ
く
ば
の
、
催
し
等
々
、
衣
笠
学

舎
で
開
催
、
一
考
を
と
。

立
命
電
友
会
会
長
様
瀬
見
君
に
で
も
、

云
う
と
こ
か
と
。
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退
職
に
あ
た
っ
て

小
野
雄
三

（
電
気
電
子
工
学
科
）

退
職
の
ご
挨
拶

退退
職職

にに
ああ

たた
っっ
てて

小小
松松
康康
廣廣

（（
電電
気気
電電
子子
工工
学学
科科
））

本
年
３
月
末
日
で

38年
間
お
世
話
に

な
っ
た
本
学
を
定
年
退
職
と
な
り
ま
す
。

座
右
の
銘
と
か
趣
味
は
な
い
の
で
、
自

分
の
過
去
を
綴
っ
て
お
茶
を
濁
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和

41年
に
兵
庫
県
立
姫
路
工
業
大

学
電
気
工
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
通

う
と
２
時
間
半
も
か
か
る
の
で
下
宿
し

ま
し
た
。
受
験
か
ら
解
放
さ
れ
、
時
間

は
た
っ
ぷ
り
あ
る
よ
う
な
の
で
、
早
速
、

鉱
石
ラ
ジ
オ
と
水
時
計
を
作
り
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
１
回
生
前
期
か
ら
物

理
学
実
験
が
あ
っ
て
、
そ
の
工
作
を
し

て
い
る
と
レ
ポ
ー
ト
を
書
け
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
止
む
無
く

そ
れ
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

後
期
か
ら
空
手
道
部
に
入
り
ま
し
た
。

練
習
は
辛
か
っ
た
で
す
が
、
人
間
関
係

の
ス
ト
レ
ス
の
解
消
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
左
足
の
蹴
り
と
右
手
の
突
き
は
強

く
な
り
ま
し
た
が
、
左
右
均
等
に
強
く

し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
ま

す
。
他
大
学
と
の
試
合
の
後
、
足
が
痛

く
て
自
転
車
に
乗
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が

一
週
間
後
に
自
然
に
治
り
ま
し
た
。
ま

た
、
合
宿
、
寒
稽
古
の
辛
さ
を
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
空
手
道
部

に
入
っ
た
こ
と
が
後
の
人
生
に
お
い
て

最
も
役
に
立
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。３
回
生
の
頃
、
本
屋
で
阪
大
の
安
藤

弘
平
先
生
の
電
気
機
器
工
学
（
電
気
書

院
）
と
い
う
小
さ
な
本
を
見
つ
け
ま
し

た
。
こ
の
本
は
、
先
生
と
生
徒
の
対
話

形
式
に
な
っ
て
い
て
、
読
者
に
考
え
さ

せ
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
の
面
白
さ
に
取
り
憑
か
れ
て
読

み
進
ん
で
い
き
、
卒
研
配
属
先
も
希
望

の
海
津
先
生
、
宮
脇
先
生
の
電
気
機
器

工
学
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
研
究
テ
ー

マ
は
「
非
線
形
要
素
を
含
む
電
気
回
路

の
デ
ィ
ジ
タ
ル
計
算
機
に
よ
る
解
析
」

で
し
た
。
非
線
形
磁
気
回
路
を
含
ん
だ

電
気
回
路
の
微
分
方
程
式
か
ら
ア
ナ
ロ

グ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ブ
ロ
ッ
ク
線
図
の

よ
う
な
も
の
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
が
デ
ィ

ジ
タ
ル
計
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
線
図
に
は
微
分
器
で
な
く
、
積
分
器

が
用
い
ら
れ
、
積
分
器
に
は
初
期
値
を

設
定
で
き
ま
す
。
初
め
、
初
期
値
を
設

定
で
き
る
理
由
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
コ
ン
デ
ン
サ
の
動
作
を
考
え

れ
ば
首
肯
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京

都
大
学
大
学
院
修
士
・
博
士
課
程
に
進

み
ま
し
た
。
上
之
園
先
生
、
岡
田
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
修
士
で
は
同
期
機
の

イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
の
研
究
、
博
士
で
は

制
動
ト
ル
ク
係
数
を
用
い
た
同
期
機
の

乱
調
現
象
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

制
動
ト
ル
ク
係
数
の
計
算
で
は
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
Ｏ
Ｉ

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
従
来
か
ら
、
Ｏ

Ｉ
を
構
成
す
る
諸
定
数
は
近
似
的
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
近
似
値
を
用
い

な
い
方
法
は
な
い
か
と
考
え
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
銀
閣
寺
の
下
宿
か
ら
京
大

ま
で
の
下
り
坂
を
自
転
車
で
高
速
走
行

し
て
い
る
と
き
に
、
い
い
方
法
を
思
い

つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
運
動
時
に
脳

へ
の
血
行
が
良
く
な
り
記
憶
力
等
が
増

す
こ
と
を
知
り
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま

し
た
。

昭
和

50年
に
本
学
電
気
工
学
科
に
助

手
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
負
荷
特
性
を
考
慮
し
た
Ｐ
Ｍ

モ
ー
タ
の
等
価
弱
め
界
磁
の
研
究
に
取

り
組
み
、
最
適
定
数
値
の
決
定
法
な
ど

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
本
モ
ー
タ
の

等
価
弱
め
界
磁
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
Ｄ

Ｃ
モ
ー
タ
の
弱
め
界
磁
制
御
と
似
て
い

ま
す
。
本
モ
ー
タ
の
等
価
弱
め
界
磁
で

は
、
ト
ル
ク
に

寄
与
す
る
電

流
iq

以

外
に
、

寄
与
し
な
い
電

流
id
を

流
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ル
ク
定
数
（
＝

逆
起
電

力
定

数
）
が

低
下
し
、

iq
が

増
え
、
ト
ル
ク
と
速
度
が
増
加
し
ま
す
。

ま
た
、
三
相
電
力
用
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ

ル
タ
な
ど
の
電
流
指
令
値
算
出
法
と
し

て
拡

張
p
q
理

論
を

導
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
非
対

称
電

圧
時
に

使
え
な
い

p
q

理
論
の
欠
点
を
修
正
し
た
も
の
で
、
新

し
い
ｑ
の
定
義
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

特
許
申
請
時
に
、
既
に
「
新
し
い
ｑ
の

定
義
」
の
存
在
す
る
こ
と
が
特
許
庁
か

本
年
３
月
末
日
で
定
年
退
職
い
た
し

ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
任
の
ご

挨
拶
を
本
会
報
に
書
か
せ
て
頂
い
た
の

が
つ
い
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。光
工
学
科
の
１
期
生
が
４
回
生
に
な

る
年
、
所
謂
学
科
の
完
成
年
度
の
１
９

９
９
年
４
月
に
着
任
し
、
光
工
学
科
が

改
編
さ
れ
て
出
来
た
電
子
光
情
報
工
学

科
が
昨
年
再
度
改
編
さ
れ
て
、
新
「
電

気
電
子
工
学
科
」
に
な
っ
て
、
電
子
光

情
報
工
学
科
の
新
入
生
が
い
な
く
な
っ

て
１
年
で
定
年
と
な
り
ま
し
た
。
光
工

学
科
・
電
子
光
情
報
工
学
科
の
学
科
と

共
に
あ
っ
た

14年
間
と
言
え
ま
す
。
着

任
２
年
目
に
学
科
名
称
変
更
で
大
学
審

議
委
員
会
の
委
員
に
意
見
を
求
め
に
東

京
ま
で
行
っ
た
り
、
付
属
校
に
学
科
名

ア
ン
ケ
ー
ト
の
依
頼
に
行
っ
た
り
、
ま

た
新
学
科
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
り
し
た
こ
と
も
思
い
出
に
残
っ
て
い

ま
す
。
但
し
、
電
子
光
情
報
工
学
科
の

最
後
の
入
学
生
は
２
０
１
３
年
４
月
に

３
回
生
に
な
り
ま
す
の
で
、
少
な
く
と

も
後
２
年
間
は
電
子
光
情
報
工
学
科
の

学
生
が
在
学
し
、
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

走
っ
て
い
ま
す
の
で
、
私
も
少
な
く
と

も
後
２
年
間
は
特
任
教
授
と
し
て
旧
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
す
る
の
が
義
務
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
室
を
巣
立
っ
て
行
っ
た
学

部
生

117人
、
修
士

24人
、
皆
の
顔
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
４
回
生
の
学
会
発
表
、

修
士
の
国
際
会
議
発
表
、
そ
の
リ
ハ
ー

サ
ル
を
ス
イ
ス
土
産
に
買
っ
て
来
た
カ

ウ
ベ
ル
を
叩
い
て
行
っ
た
の
も
楽
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
研
究
室
を

訪
ね
て
来
て
く
れ
た
り
、
リ
ク
ル
ー
タ

と
し
て
何
度
も
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
卒

ら
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
許
は
成
立

し
ま
し
た
。

最
近
は
一
方
向
通
電
横
方
向
磁
束
形

ブ
ラ
シ
レ
ス
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
お
よ
び
こ
れ

と
発
電
機
と
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｍ
Ｇ
セ
ッ

ト
の
試
作
研
究
を
し
て
お
り
、
こ
こ
で

よ
う
や
く
、
大
学
生
の
時
の
念
願
で
あ
っ

た
「
工
作
」
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
も
う
直
ぐ
、
画
期
的
な
モ
ー
タ

を
発
表
で
き
る
予
定
で
す
。
な
お
、
退

職
後
も
特
任
教
授
と
し
て
し
ば
ら
く
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
賜
り
ま

し
た
ご
指
導
、
ご
援
助
、
ご
交
情
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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業
生
も
居
て
研
究
室
の
学
生
へ
の
良
い

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

学
部
役
職
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

副
学
部
長
と
し
て
、
ま
た
大
学
協
議
員

と
し
て
修
羅
場
の
よ
う
な
会
議
に
出
る

羽
目
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

立
命
館
を
深
く
知
る
た
め
の
経
験
で
も

あ
り
ま
し
た
。
私
大
連
盟
の
理
工
Ｗ
Ｇ

に
も
立
命
か
ら
の
委
員
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

理
工
事
務
室
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
頂
き
、

立
命
の
評
価
結
果
を
非
常
に
高
い
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
え
ば
小
学
校
４
年
生

10才
の
時
、

世
界
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
は
ソ
連
の

時
代
と
、
ロ
シ
ア
語
を
第
２
外
国
語
と

し
て
学
ん
だ
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
世
代
で
あ

り
、
大
学
生
時
代
に
は
学
園
紛
争
で
７

ケ
月
の
空
白
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
３
年

半
足
ら
ず
で
卒
業
し
た
紛
中
派
で
も
あ

り
ま
す
。
企
業
で
の

29年
間
、
立
命
館

で
の

14年
間
の
合
計

43年
間
、
光
・
光

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
技
術
に
携
わ
り
、
光
・

光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
・
産
業
の

勃
興
期
か
ら
円
熟
期
ま
で
を
そ
の
中
で

見
て
来
ら
れ
た
の
は
幸
せ
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

在
籍
中
に
応
用
物
理
学
会
か
ら
「
ホ

ロ
グ
ラ
ム
光
学
素
子
の
研
究
開
発
に
よ

る
回
折
光
学
分
野
の
形
成
」
と
言
う
貢

献
理
由
で
フ
ェ
ロ
ー
表
彰
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
Ｗ
Ｇ
の
国
際
コ

ン
ビ
ー
ナ
（
議
長
）
を
長
く
務
め
、
日

本
主
導
に
よ
る
国
際
規
格
の
策
定
に
貢

献
し
た
と
の
理
由
で
経
産
省
か
ら
国
際

標
準
化
貢
献
者
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
が

43年
間
の
締
め
く
く
り

で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
終
講
義
は
勝
手
な
が
ら
辞
退
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
代
わ
り
に
左

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
下
さ
い
。
光
技
術
・

産
業
分
野
の
商
業
誌
（
O
p
lu
s
E
誌
）

で
す
が
、
最
終
講
義
の
つ
も
り
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
雑
誌
と
同

じ
版
組
の
も
の
は
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
d
co
m
-m
ed
ia
.co
.

jp
/
rem
a
rk
/
2011/

1
0
/
2
5
/
3587/

こ
れ
に
加
え
て
今
の
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
て
の
大
学
教
育
の
あ
り
方
、
技
術

者
と
し
て
教
育
し
て
世
に
出
し
た
卒
業

生
に
つ
い
て
、
語
り
た
い
こ
と
は
多
々

あ
る
の
で
す
が
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な

り
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
う
ま
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
コ
ラ
ム

を
見
つ
け
ま
し
た
の
で
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ご
覧
下
さ
っ
て
私
の
思
う
と
こ
ろ
を

思
慮
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

h
ttp
:/
/
tech
o
n
.n
ik
k
eib
p
.co
.jp
/

a
rticle/

C
O
L
U
M
N
/
20130107/

258993/
?S
T
=
p
rin
t

h
ttp
:/
/
tech
o
n
.n
ik
k
eib
p
.co
.jp
/

a
rticle/

C
O
L
U
M
N
/
20120702/

226332/
?S
T
=
p
rin
t

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
諸
賢

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し

て
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
職
に
あ
た
っ
て
の
雑
感

左
貝

潤
一

（
電
気
電
子
工
学
科
）

私
は
１
９
９
５
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
基
礎

研
究
所
か
ら
立
命
館
大
学
理
工
学
部
に

赴
任
し
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
発
足
す
る

光
工
学
科
の
教
員
と
し
て
の
採
用
で
し

た
。
就
任
当
時
は
、
学
生
実
験
の
テ
キ

ス
ト
準
備
、
就
職
依
頼
の
た
め
の
企
業

訪
問
、
受
験
生
確
保
用
の
高
校
訪
問
、

講
義
準
備
な
ど
で
忙
し
く
し
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。

学
科
新
設
そ
の
も
の
は
文
部
科
学
省

の
印
象
が
良
か
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

高
校
生
や
そ
の
父
母
に
は
学
科
内
容
が

理
解
さ
れ
ず
、
学
生
確
保
に
苦
労
し
、

つ
い
に
は
学
科
名
称
を
電
子
光
情
報
工

学
科
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
と
き
に
も
奔
走
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
２
０
１
２
年
４

月
に
は
旧
電
気
電
子
工
学
科
と
合
併
し
、

新
電
気
電
子
工
学
科
と
な
り
、
光
が
名

称
に
入
っ
た
学
科
が
消
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
全
国
的
傾
向
と
は
い
え
、
寂

し
い
限
り
で
す
。
特
に
私
は
応
用
物
理

学
科
出
身
で
、
光
に
は
思
い
入
れ
が
あ

る
だ
け
に
な
お
さ
ら
で
す
。

本
学
で
は
、
頑
張
る
学
生
が
い
る
一

方
、
ほ
と
ん
ど
努
力
を
し
な
い
学
生
が

お
り
、
幅
の
広
さ
に
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

講
義
で
ど
こ
に
照
準
を
合
わ
せ
て
も
、

必
ず
ど
こ
か
か
ら
不
満
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
結
局
、
あ
ら
か
じ
め
多
い
目
に

定
期
試
験
用
の
問
題
を
教
え
て
お
く
、

予
告
問
題
方
式
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
理
解
度
の
差
は
歴
然
で
し
た
。

講
義
で
は
毎
回
、
出
席
学
生
数
を
数

え
、
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
残
し
ま
し
た
。

大
体
３
回
目
か
ら
出
席
学
生
数
が
階
段

状
に
減
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
多

く
の
講
義
科
目
を
担
当
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
、

10年
以
上
に
わ
た
っ
て
担

当
し
た
「
幾
何
光
学
」、「

複
素
関
数
論
」、

「
光

通
信
工
学
」
で
、
年

度
毎
の

平
均

出
席
学
生
数
と
単
位
取
得
者
数
の
グ
ラ

フ
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
間
に

は
非
常
に
大
き
な
相
関
が
あ
る
こ
と
が

デ
ー
タ
で
裏
付
け
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
不
断
の
努
力

の
積
み
重
ね
が
重
要
な
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

研
究
を
進
め
る
際
に
は
、
学
生
の
能

力
を
早
期
に
見
極
め
、
適
切
な
難
易
度

の
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
の
重
要
さ

を
身
に
し

み
て

感
じ
ま
し
た
。
「

美
し

い
人
は
よ
り
美
し
く
、
そ
う
で
な
い
人

は
そ
れ
な
り
に
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
の
精
神

が
こ
こ
で
も
通
用
す
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
頑
張
る
学
生
に
は
、
研
究
の
手
助

け
を
し
て
頂
き
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶

フ
ァ
イ
バ
の
一
種
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
グ
フ
ァ

イ
バ
の
各
種
伝
送
特
性
解
析
、
画
像
直

接
伝
送
実
験
、
光
通
信
用
部
品
関
連
分

野
な
ど
で
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
出
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
日
韓
共

同
開
催
の
サ
ッ
カ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た

２
０
０
２
年
に
、
学
外
研
究
で
４
ケ
月

半
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
カ
テ
ル
社

の
研
究
所
で
自
由
な
時
間
を
も
て
た
こ

と
で
す
。
こ
の
時
期
に
、
後
ほ
ど
の
主

要
テ
ー
マ
と
な
る
ブ
ラ
ッ
グ
フ
ァ
イ
バ

の
研
究
の
基
礎
が
で
き
、
退
職
の
時
期

を
迎
え
た
今
で
も
テ
ー
マ
が
尽
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
同
社
の
人
に
は
親
切
に
接

し
て
頂
い
た
こ
と
を
有
り
難
く
思
っ
て

い
ま
す
。
在
仏
中
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
搭
が

見
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
隅
に
仮
の
住

居
を
構
え
ま
し
た
。
通
勤
で
は
、
絵
画

に
も
描
か
れ
て
い
る
サ
ン
ラ
ザ
ー
ル
駅

か
ら
列
車
に
乗
り
ま
し
た
が
、
通
勤
列

車
の
出
発
番
線
が
毎
日
異
な
る
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。

研
究
の
傍
ら
、
著
書
の
執
筆
に
も
励

み
、「
光
学
の
基
礎
」、「
光
通
信
工
学
」、

「
導

波
光
学
」
、
「
フ

ォ
ト
ニ
ッ
ク
結

晶

フ
ァ
イ
バ
」、「
光
学
機
器
の
基
礎
」
の

５
冊
を
刊
行
で
き
ま
し
た
。
研
究
生
活

で
得
た
経
験
の
一
部
を
恩
返
し
で
き
た

の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、『

努
力
に
勝
る
も
の
は
な
い
』

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
適
切
な
目
標

を
定
め
、
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
で

学
生
を
導
い
て
い
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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『『
仲仲

間間
』』

中中
部部
電電
力力
株株
式式
会会
社社
勤勤
務務

木木
戸戸
口口
幸幸
司司

（（
平平
成成
４４
年年
卒卒
））

初
め
に
、
一
昨
年
に
発
生
し
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
震
災
と
津
波
で
被
災
さ
れ
た

学
友
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
重
大
な
事
故

に
よ
り
平
穏
な
日
々
の
暮
ら
し
が
奪
わ

れ
、
依
然
と
し
て
多
く
の
方
々
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

電
気
事
業
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
痛
恨

の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
元
の
暮
ら
し
に

戻
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
相
当
な
時
間
が

掛
か
る
よ
う
で
す
が
、
被
災
地
の
１
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
学
生
時
代
の
思
い
出
】

私
は
、
三
重
県
の
高
校
を
卒
業
し
、

１
９
８
８
年
に
理
工
学
部
電
気
工
学
科

に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
前
の
１
年
間

は
、
バ
ラ
色
の
大
学
生
活
を
夢
見
て
京

都
で
浪
人
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

今
想
え
ば
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
一

番
勉
学
に
励
ん
だ
１
年
間
で
あ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
反
動
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
時
代
は
ほ

と
ん
ど
勉
強
も
せ
ず
バ
イ
ト
に
明
け
暮

れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初

は
、
親
の
仕
送
り
の
負
担
を
少
し
で
も

減
ら
そ
う
と
思
っ
て
始
め
た
バ
イ
ト
で

し
た
が
、
仕
事
の
厳
し
さ
や
責
任
感
と
、

お
金
を
い
た
だ
く
喜
び
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
イ
ト
を
通
じ
数

多
く
の
仲
間
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

良
い
社
会
勉
強
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
大
学
生
活
で
は
、
勉
強
以
外
に

も
地
方
か
ら
集
ま
っ
た
気
の
合
う
仲
間

と
朝
ま
で
語
り
あ
っ
た
り
、
飲
み
明
か

し
た
り
、
初
め
て
の
海
外
旅
行
な
ど
仲

間
と
過
ご
し
た
４
年
間
は
と
て
も
楽
し

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が

あ
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
回
生
に
な
り
研
究
室
で
は
、

「
太
陽
電
池
に
適
し
た
イ
ン
バ
ー
タ
回

路
の
設
計
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
当
時
、
研
究
室
に

は
殆
ど
顔
を
出
さ
ず
週
１
回
の
ゼ
ミ
に

出
席
す
る
程
度
で
、
あ
る
日
、
指
導
を

受
け
た
浦
山
先
生
か
ら
「
卒
業
論
文
は

進
ん
で
い
る
の
か
？
」
と
聞
か
れ
、

「
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
」
と
答

え
る
と
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
結
局
、
実
験
と
言
え
る
も
の
は

殆
ど
実
施
で
き
ず
、
毎
日
図
書
館
に
通

い
、
や
っ
と
の
思
い
で
論
文
を
完
成
さ

せ
卒
業
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
就
職
後
の
仕
事
】

平
成
４
年
に
電
気
工
学
科
を
卒
業
後
、

中
部
電
力
株
式
会
社
に
入
社
い
た
し
ま

し
た
。
当
時
は
、
バ
ブ
ル
景
気
末
期
で

は
あ
っ
た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
売
り
手
市

場
で
あ
り
、
苦
労
す
る
こ
と
も
な
く
就

職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
心
構
え
な
ど

学
生
生
活
を
払
拭
す
べ
き
１
か
月
間
の

研
修
期
間
を
経
て
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
名
古
屋
市
内
の
特
別
高
圧
地

中
電
線
路
の
設
備
を
保
守
す
る
部
署
で

２
年
間
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
新
入
社
員
に
先

輩
方
は
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
、
仕

事
と
い
う
も
の
を
一
か
ら
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
市
内

へ
の
超
高
圧
（

275
kV）

地
中
送
電
線
路

を
導
入
す
る
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
り
ま
し
た
。
市
内
を
流
れ
る
堀
川
を

利
用
し
約

100ｔ
近
い
ケ
ー
ブ
ル
ド
ラ
ム

を
台
船
で
運
搬
す
る
と
い
う
、
通
常
の

陸
上
輸
送
で
は
な
く
か
つ
て
な
い
工
法

の
採
用
に
よ
り
、
数
億
も
の
コ
ス
ト
削

減
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
職
場
を
経
験
し
、

現
在
は
、
名
古
屋
市
中
心
部
の
経
年
劣

化
を
迎
え
る
地
中
電
線
路
設
備
の
改
修

工
事
を
担
当
し
て
お
り
、
同
じ
グ
ル
ー

プ
の
仲
間
と
、
如
何
に
安
価
で
信
頼
性

の
高
い
設
備
を
建
設
す
る
か
日
々
議
論

し
て
い
ま
す
。

【
今
や
る
べ
き
こ
と
】

名
古
屋
市
中
心
部
の
地
中
電
線
路
は
、

１
９
８
０
年
代
に
建
設
し
た
設
備
が
多

く
今
後
リ
プ
レ
ー
ス
工
事
が
増
大
し
て

き
ま
す
。

10年
後
に
は
、
現
在
の
約
２

倍
程
度
の
工
事
量
に
な
り
、
限
ら
れ
た

要
員
の
中
で
電
力
品
質
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
な
く
効
率
的
に
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
現
状
業
務
の
や

り
方
を
見
直
し
、
仕
事
の
仕
組
み
を
変

え
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
こ
れ
ま
で
の
業
務
内
容
を
一
つ
ず
つ

洗
い
出
し
、
生
産
性
向
上
に
向
け
た
施

策
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
工

事
業
務
の
経
験
が
少
な
い
若
年
層
を
一

人
前
に
育
て
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
、
少
し
ず
つ
業
務
を
与
え
一

人
前
に
育
て
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
短
い
期
間
の
中
で
人
材
を

ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
か
が
課
題

に
な
り
ま
す
。
今
は
入
社
２
～
３
年
目

ま
で
の
若
年
層
は
現
場
経
験
が
少
な
い

た
め
、
現
場
に
お
け
る
設
備
設
計
、
施

工
ポ
イ
ン
ト
等
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
国
内
で
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
が
議
論
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
使
命
で

あ
る
、
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
安
価
で
安
定
的
に
お
届
け
す
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
使
命
を
全
う
し
て

い
く
所
存
で
す
。

【
梨
花
会
の
紹
介
】

最
後
に
「
梨
花
会
」
の
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
梨
花
会
は
、
立
命

館
大
学
を
卒
業
し
た
中
部
電
力
に
在
籍

す
る
社
員
と
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
会
員
数
は
、
昨
年
の
４
月
に

100

名
を
超
え
る
大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
立
命
電
友
会
の
メ
ン
バ
ー
は

約

40名
に
到
達
し
ま
し
た
。
梨
花
会
の

由
来
は
、
立
命
館
大
学
寮
歌
の
歌
い
出

し
に
「
夕
月
淡
く
梨
花
（
り
か
）
白
く

春
宵
（
し
ゅ
ん
し
ょ
う
）
花
の
香
（
か
）

を
こ
め
て
…
…
」
の
『
梨
花
』
に
あ
る

そ
う
で
す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
そ
の

事
を
知
っ
た
の
は
入
社
後
何
年
か
経
っ

た
と
き
で
し
た
。
梨
花
会
は
、
毎
年
梨

の
白
い
花
が
満
開
に
な
る
春
に
新
し
い

仲
間
の
歓
迎
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

秋
に
は
、
愛
知
県
校
友
会
で
梨
花
会
の

仲
間
が
集
ま
り
京
都
で
の
楽
し
い
思
い

出
や
最
近
の
職
場
で
の
出
来
事
な
ど
語

ら
う
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
４
月
に
も
新
た
に
８
名
の
仲
間
が
加

わ
る
と
聞
い
て
お
り
、
梨
花
会
で
会
え

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
辛
い
時
、
苦
し
い
時
に
は
、

い
つ
も
学
生
時
代
の
仲
間
、
職
場
の
仲

間
、
梨
花
会
の
仲
間
に
助
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
大
切
に

し
、
人
生
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
終
）
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立立
命命

館館
大大

学学
がが
私私
にに

影影
響響
しし
たた

ここ
とと

ＩＩ
ＰＰ
シシ
ーー
ドド
特特
許許
事事
務務
所所
代代
表表
弁弁
理理
士士

華華
山山
浩浩
伸伸

（（
平平
成成
８８
年年
電電
気気
電電
子子
工工
学学
科科
卒卒
））

１
９
９
６
年
に
立
命
館
大
学
を
卒
業

し
て
早

17年
が
経
ち
ま
し
た
。
卒
業
後

の
私
は
、
小
学
校
か
ら
学
校
教
育
を
受

け
て
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
の

17年
間

（
浪
人
期
間
１
年
含
む
。）
の
私
に
並
び
、

今
、
そ
れ
を
追
い
抜
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
電
友
会
会
報

へ
の
執
筆
依
頼
を
い
た
だ
き
、
自
ら
を

顧
み
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

現
在
、
私
は
、
大
阪
の
南
船
場
の
地

で
特
許
事
務
所
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
４
月
１
日
に
開
業
し
、
こ

の
会
報
が
皆
様
の
手
元
に
届
く
頃
に
開

業
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ

た
起
点
は
、
間
違
い
な
く
立
命
館
大
学

に
あ
り
ま
す
。
少
し
在
学
中
の
思
い
出

を
た
ど
り
な
が
ら
、
今
の
自
分
に
至
る

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
以
下
に
記
載
し

ま
す
。

〈
在
学
中
〉

将
来
の
夢
と
い
う
と
少
し
大
げ
さ
で

す
が
、
入
学
す
る
ま
で
は
将
来
や
り
た

い
仕
事
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
受
験
時
代
に
そ
の

夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

ま
る
で
眼
の
前
に
靄
が
か
か
っ
た
よ
う

な
状
態
で
衣
笠
の
門
を
く
ぐ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
当
初
は
再
受
験
を

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
気
の
合
う
仲
間

が
で
き
る
に
つ
れ
て
そ
の
よ
う
な
気
持

ち
も
薄
れ
て
い
き
、
将
来
の
目
標
と
い

う
１
点
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
全
て
に
お

い
て
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
勉

強
に
つ
い
て
は
苦
い
記
憶
が
多
く
、
本

当
に
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、
受
験
時
代
は
化
学
が
得
意
で

物
理
は
か
ら
っ
き
し
で
し
た
か
ら
、
電

気
電
子
工
学
科
の
専
門
授
業
、
特
に
電

磁
気
学
な
ど
に
は
つ
い
て
い
く
の
で
精

一
杯
、
と
い
う
よ
り
も
ま
っ
た
く
つ
い

て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

成
績
に
つ
い
て
は
、
ひ
い
き
目
に
見
て

も
優
秀
と
は
言
え
ず
、
「
良
」
と
も
言

え
な
い
も
の
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
現

在
の
仕
事
柄
、
も
っ
と
し
っ
か
り
と
専

門
学
を
学
び
身
に
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
「
大
学

で
は
交
友
関
係
を
広
め
る
こ
と
に
努
め

よ

�」
の
父
の
言
い
つ
け
を
忠
実
に
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
致
し

方
が
な
い
。
こ
の
言
い
つ
け
は
私
の
勝

手
な
都
合
で
少
し
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
て

い
る
た
め
、
本
会
報
を
父
に
見
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
と
は

い
え
、
履
修
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
３
回
生
が
終
わ
る
頃
に
は
、

卒
業
研
究
と
一
般
教
科
一
つ
（
確
か
英

語
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
）
を
残

す
だ
け
で
し
た
。
各
科
目
の
評
価
は
別

に
し
て
極
め
て
効
率
よ
く
履
修
（
単
位

取
得
）
で
き
た
自
分
を
今
更
な
が
ら
誉

め
て
あ
げ
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
履

修
に
惜
し
み
な
く
協
力
を
し
て
く
れ
た

友
人
が
一
番
大
変
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
友
人
に
は
感
謝
を
込

め
て
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
し
た
い
ほ
ど

で
す
。

話
は
学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
時
に
戻

り
ま
す
が
、
将
来
の
目
標
を
見
失
っ
て

い
た
当
初
、
在
学
中
の
た
っ
た
の
４
年

間
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
本
当
に

見
つ
か
る
の
か
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
そ

ん
な
も
の
は
簡
単
に
は
見
つ
け
ら
れ
ず
、

在
学
中
に
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
が
普
通

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
は
、

自
分
を
と
り
ま
く
周
辺
環
境
が
私
を
そ

の
よ
う
に
駆
り
立
て
て
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
実
は
、
こ
の
不
安
は
在
学

中
の
早
い
段
階
で
払
拭
さ
れ
ま
す
。
１

回
生
の
と
き
の
ク
ラ
ス
分
け
で
、
私
は

恩
師
で
あ
る
辻
村
先
生
が
担
当
す
る
Ｂ

ク
ラ
ス
に
割
り
当
て
ら
れ
、
同
じ
Ｂ
ク

ラ
ス
の
一
人
の
友
人
と
出
会
っ
た
こ
と

が
、
今
の
仕
事
を
す
る
起
点
と
な
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
辻
村
先
生

は
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
の
た
め
杖
を
つ
い
て

教
壇
に
立
っ
て
お
ら
れ
、
ほ
ん
と
に
大

丈
夫
か
い
な
？
と
思
っ
た
ほ
ど
痛
々
し

く
し
て
い
た
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

私
と
彼
は
と
も
に
大
阪
か
ら
の
通
学

組
で
、
一
緒
に
帰
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
り
、
片
道
２
時
間
超
の
通
学
時
間
に

い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
な
か
で
、
彼
の

父
が
弁
理
士
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
今
で
こ
そ
弁
理
士
と
い
う
資
格
は

そ
れ
な
り
の
知
名
度
が
あ
り
ま
す
が
、

当
時
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
も

ち
ろ
ん
私
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友

人
か
ら
耳
に
し
て
直
ぐ
に
「
便
利
屋
」

と
い
う
文
字
を
頭
に
描
い
た
ほ
ど
で
す
。

そ
の
後
、
徐
々
に
興
味
が
沸
い
て
き
て
、

彼
か
ら
そ
の
職
業
に
つ
い
て
聞
い
た
り
、

彼
の
父
に
も
お
会
い
し
て
実
際
の
仕
事

内
容
の
お
話
を
お
伺
い
し
た
り
す
る
な

か
で
、
私
の
中
で
ブ
ラ
ン
ク
に
な
っ
て

い
た
目
標
設
定
欄
が
新
た
な
目
標
値
で

埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
彼
に
こ
の
よ
う
な

思
い
を
告
げ
た
か
ど
う
か
は
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
本
誌
を
借
り

て
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
い
。

〈
卒
業
後
〉

将
来
の
目
標
が
定
ま
り
は
し
ま
し
た

が
、
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
父
の
影
響

を
受
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も
趣
味
の
バ

イ
ク
い
じ
り
が
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に

さ
せ
た
の
か
、
モ
ノ
造
り
に
携
わ
り
た

い
と
い
う
思
い
も
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

理
工
学
部
の
拠
点
が
衣
笠
か
ら
Ｂ
Ｋ
Ｃ

に
移
り
、
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え
た

頃
に
な
り
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
を

決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
、
弁
理
士
を
目
指
す
と
い
っ
て
も

ハ
ー
ド
ル
が
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
に

加
え
、
仕
事
を
し
な
が
ら
で
も
目
指
せ

る
と
考
え
た
私
は
、
モ
ノ
造
り
に
携
わ

り
た
い
と
す
る
気
持
ち
を
優
先
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
学
を
卒
業
後
は
、
民

間
企
業
（
ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
株
式

会
社
）
に
入
社
し
ま
し
た
。
幸
い
、
同

社
で
は
船
舶
の
操
縦
シ
ス
テ
ム
や
艤
装

機
器
の
設
計
開
発
業
務
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
、
ま
た
、
厳
し
い
先
輩
方
に

も
鍛
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
実

際
の
技
術
開
発
の
現
場
で
楽
し
く
充
実

し
た
５
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
と
き
の
経
験
は
現
在
の
仕

事
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
紆
余
曲
折
を
経
て
企
業
を
退

職
し
た
後
に
特
許
業
界
に
身
を
お
き
、

平
成

16年
に
弁
理
士
登
録
を
し
ま
し
た
。

〈
こ
れ
か
ら
の
目
標
〉

今
回
の
執
筆
を
機
に
過
去
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
学
校
教
育
期
間

17年
間
と
社

会
人
生
活

17年
間
と
が
た
ま
た
ま
一
致

し
て
い
た
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
す

が
、
も
し
か
す
る
と
学
校
教
育
期
間

17

年
間
の
蓄
え
で
社
会
人
生
活

17年
間
を

過
ご
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
が
浮
か
ん
で
く
る
。
仮
に
そ
う
だ

と
す
る
と
、
私
を
含
む
ア
ラ
フ
ォ
ー
世

代
は
、
誰
か
に
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
示

し
て
も
ら
え
る
と
い
う
期
間
を
卒
業
し
、

誰
か
に
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
示
し
て
目

標
と
な
る
レ
ー
ル
を
照
ら
す
側
に
立
ち

位
置
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
で

は
あ
り
ま
す
が
、
在
学
中
に
得
た
起
点

か
ら
目
指
す
べ
き
将
来
の
姿
を
私
に
照

ら
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は

そ
の
役
割
を
我
々
が
担
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。



立 命 電 友 会 会 報 第40号 （ ）平成25年４月１日 6

「「
立立

命命
館館

でで
のの
学学
びび

」」大大
橋橋
正正
治治

（（
博博
士士
後後
期期
課課
程程
１１
回回
生生
））

私
は
現
在
、
立
命
館
大
学
大
学
院
の

博
士
後
期
課
程
に
在
籍
し
て
お
り
、
一

般
的
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
知
ら
れ
て
い
る
衛
星

測
位
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
は
記
憶
力
が
乏
し
い
の

で
、
過
去
の
こ
と
を
あ
ま
り
精
細
に
憶

え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
か
、
普
段

か
ら
過
去
を
振
り
返
る
と
い
う
こ
と
を

し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
度
の
本
原

稿
の
執
筆
依
頼
は
、
い
つ
の
ま
に
か
過

ぎ
て
い
た
四
半
世
紀
の
人
生
を
振
り
返

る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
文
章
は
久
し
く
書
い
て
い
ま
せ
ん
の

で
悪
文
、
醜
文
に
は
な
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
容
赦
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

私
が
記
憶
し
て
い
る
体
験
し
た
事
象
、

実
見
し
た
光
景
、
内
発
し
た
感
情
を
情

報
量
に
す
る
と
、
そ
れ
は
過
去
に
遡
る

ほ
ど
指
数
関
数
的
に
減
少
し
ま
す
。
本

原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
学
生

生
活
に
お
け
る
記
憶
を
な
る
べ
く
多
く

引
き
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

拙
い
記
憶
の
中
に
も
現
在
の
状
態
に
至

る
た
め
の
要
因
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
焦
点
を
当
て
、

私
の
今
ま
で
の
学
生
生
活
が
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
の
か
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

私
は
中
学
受
験
を
し
て
、
立
命
館
中

学
の
生
徒
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
降

は
全
て
推
薦
で
進
学
し
ま
し
た
の
で
、

最
初
で
最
後
の
受
験
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

国
語
の
試
験
に
お
い
て
４
０
０
文
字
程

度
の
記
述
問
題
が
い
く
つ
か
出
題
さ
れ
、

全
て
解
け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
も

そ
も
受
験
勉
強
を
し
て
い
て
も
、
算
数

と
理
科
の
成
果
は
順
調
に
上
が
り
ま
し

た
が
、
国
語
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
伸
び

代
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
算
数
と
理
科
に
重
点
を
置
き
、

社
会
と
国
語
に
つ
い
て
は
当
日
の
調
子

に
任
せ
る
と
い
う
作
戦
で
入
試
に
挑
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
、
そ
ん
な

甘
い
考
え
は
通
じ
ず
、
作
戦
は
失
敗
し

ま
し
た
。
算
数
と
理
科
の
解
答
に
は
自

信
が
あ
り
ま
し
た
が
、
記
述
問
題
は
立

命
館
中
学
入
試
の
名
物
で
あ
り
、
そ
れ

を
解
け
な
か
っ
た
私
は
不
合
格
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
も
う
お
分
か
り
だ
と

思
い
ま
す
が
、
結
果
は
合
格
で
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
私
は
理
系
の
人
間
で
あ

る
と
い
う
漠
然
と
し
た
認
識
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
国
語
な
ど
の
文
系
科
目

は
私
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
後
に
こ
の
考
え
は
大
き
な
間

違
い
だ
と
気
付
き
、
後
悔
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
内
容
は
と
も
か
く
受
験
に

合
格
し
立
命
館
中
学
の
生
徒
と
な
り
ま

し
た
。

中
学
高
校
の
と
き
の
私
は
、
あ
ま
り

真
面
目
な
生
徒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
受
験
勉
強
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
勉
強
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
立

命
館
は
中
高
一
貫
制
で
あ
る
た
め
、
高

校
へ
進
学
す
る
た
め
の
特
別
な
勉
強
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
高
校
に
入
る
と
理
系

と
文
系
の
授
業
が
分
か
れ
始
め
、
私
が

理
系
の
学
生
で
あ
る
と
肌
で
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
理
系
科
目
の
授
業

は
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、
熱
心
に
履
修

し
て
い
た
か
と
言
わ
れ
る
と
、
そ
う
で

な
く
、
考
査
に
お
い
て
も
好
成
績
で
は

な
く
及
第
点
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
さ
は
今
だ

か
ら
反
省
し
て
い
ま
す
。

大
学
へ
入
学
す
る
の
も
内
部
進
学
で

し
た
の
で
、
特
に
苦
労
す
る
こ
と
な
く

希
望
の
学
部
学
科
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
私
が
選
ん
だ
の
は

理
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
で
し
た
。

も
と
も
と
電
気
製
品
が
好
き
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
機
構
を
学
ぶ
に
は
最
適
な
学

部
で
あ
る
と
い
う
の
が
動
機
で
し
た
。

大
学
の
授
業
は
、
単
位
を
考
慮
し
て
自

分
で
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
新
し

い
も
の
で
し
た
が
、
座
学
の
授
業
そ
の

も
の
は
中
学
高
校
の
と
き
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
レ
ポ
ー
ト

提
出
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、

単
に
解
答
を
レ
ポ
ー
ト
用
紙
に
ま
と
め

る
だ
け
の
も
の
で
し
た
。
２
回
生
に
な

る
と
、
実
験
演
習
が
始
ま
り
、
実
験
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で

こ
そ
、
週
に
実
験
レ
ポ
ー
ト
を
１
編
と

い
う
の
は
少
な
い
と
感
じ
ま
す
が
、
当

時
は
そ
の
１
編
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

苦
労
の
理
由
は
明
白
で
し
た
。
作
文
能

力
が
欠
け
て
お
り
、
私
の
考
え
を
な
か

な
か
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
課
題
を
こ
な
す
だ
け
の

３
年
が
過
ぎ
、
４
回
生
に
な
る
と
、
研

究
室
に
所
属
し
卒
業
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
私
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
衛
星
測
位
シ

ス
テ
ム
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
研
究
室
に
所
属
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
私
は
方
向
音
痴
で
あ

り
、
道
に
迷
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
私
と
同
じ
よ
う
に
道
を
失
っ

て
さ
ま
よ
う
人
々
を
助
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と

い
う
も
の
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
の

が
動
機
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
が
こ

れ
か
ら
長
く
続
く
衛
星
測
位
の
道
の
入

口
で
し
た
。
研
究
室
に
入
っ
て
感
じ
た

こ
と
は
、
「
自

由
」
で
し
た
。

ゼ
ミ
と

い
う
名
の
勉
強
会
こ
そ
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
は
何
を
す
る
の
も
自
由
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
、
受
動
的
に
授
業
を
受

け
て
き
た
私
に
は
と
て
も
新
鮮
で
居
心

地
が
良
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
能

動
的
に
勉
強
に
取
り
組
ん
で
み
て
気
付

い
た
の
は
、
基
礎
知
識
が
足
り
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な

く
し
て
、
授
業
を
受
け
て
い
る
だ
け
で

は
、
身
に
つ
く
も
の
も
少
な
い
で
す
。

研
究
室
に
入
っ
て
か
ら
は
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
怠
惰
な
学
生
生
活
は
、
研
究
の
足

を
引
っ
張
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
か

ら
は
、
卒
業
研
究
を
経
て
大
学
院
に
進

学
し
、
現
在
の
博
士
後
期
課
程
に
至
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
て
、
後
悔
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
下

さ
っ
た
方
の
中
で
、
現
在
大
学
院
へ
の

進
学
を
考
え
て
い
る

方
に
は
、
「
こ
ん

な
人
間
で
も
大
学
院
で
研
究
を
し
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
励
み
に
は
せ
ず
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
本
文
中
の
登
場
人
物
は
私
だ
け
で

す
が
、
決
し
て
一
人
で
生
き
て
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
人

と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
こ
そ
現
在
の
私

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
私
を
支
え
て
下

さ
っ
た
、
ま
た
、
今
ま
さ
に
私
を
支
え

て
下
さ
っ
て
い
る
皆
様
方
に
は
、
今
後

の
活
躍
を
も
っ
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
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２
０
１
２
（
平
成

24）
年
度

電
子

シ
ス

テ
ム

系
卒

業
生

修
了

生
進

学
・

就
職

状
況

卒業者 進学者 就職者 就職活動継続 その他

大学院（電気電子工学科） 58 1 57 0

大学院（電子光情報工学科） 22 2 20 0

大学院（電子情報デザイン学科） 57 3 53 1

電 気 電 子 工 学 科 100 47 45 6 2

電子光情報工学科 82 45 30 5 2

電子情報デザイン学科 72 38 28 2 4

合 計 391 136 233 14 8

Ⅰ．卒業者・進学者・就職者一覧
（2013年４月11日現在）

Ⅱ．就職先一覧
（大学院・修了生の就職先も含む）（順不同敬称略）

業 種 企 業 名

電気・電子
機 械

三菱電機、ローム、村田製作所、オムロン、オリンパス、アイシン精機、ダイキン工業、村田機械、
パナソニック、シャープ、ソニー、京セラ、住友電装、住友電設、住友電気工業、きんでん、ダイソー、
豊田自動織機、富士重工業、富士電機機器制御、ニチコン、日本電産、富士電機、富士通テン、三菱
電機プラントエンジニアリング、オムロンフィールドエンジニアリング、三菱重工業、本田技研工業、
日立オートモティブシステムズ阪神、オムロンアミューズメント、オムロンオートモーティブエレク
トロニクス、日本電機研究所、日立オートモティブシステムズ、キヤノンマシナリー、三菱電機ビル
テクノサービス、ソニーモバイルコミュニケーションズ、島津メディカルシステムズ、四電工、かん
でんエンジニアリング、ニコン、千代田化工建設、西日本電気システム、日本電技、JR西日本テク
シア、協和テクノロジィズ、カナック、東邦ガスエンジニアリング、豊田合成、神戸製鋼所、ＮＯＫ、
長府製作所、三栄水栓製作所、ミヤマ工業、川崎重工業、ジェイテクト、日本トムソン、オークラ輸
送機、パナソニックプロダクションテクノロジー、大日本スクリーン製造、アドバンテスト、京セラ
ＳＬＣテクノロジー、ダイキンレグザムエレクトロニクス、ＧＳユアサ、京セラドキュメントソリュー
ションズ、豊國工業、アヤハエンジニアリング、福井村田製作所、日立超エル・エス・アイ・システ
ムズ、東洋電機、IDEC、小林製作所、サムコ、山科精器、エネゲート、京三製作所、アイシン・エィ・
ダブリュ、クボタ、トヨタ紡織、アイシン機工、コンピューターマネージメント、ボッシュ、ＴＢカ
ワシマ、タカタ、ハーマン、光昭、エスイーエム・ダイキン、竹田設計工業、日鉄住金プラント、阪
神輸送機、タクミナ、日阪製作所、カシオ計算機、富士通フロンテック、ディップ、日本アイティディ、
コスモスコーポレイション、ソレックス、近鉄エンジニアリング、大和冷機工業、エクセディ

（100社／137名）

電力・ガス 関西電力、中部電力、北海道電力、大阪瓦斯 （４社／13名）

自 動 車
トヨタ自動車、スズキ、トヨタ車体、ダイハツディーゼル、ホンダカーズ大阪、三菱自動車エンジニ
アリング （６社／９名）

運輸・通信
西日本旅客鉄道、エヌ・ティ・ティ・ドコモ、KDDI、東日本電信電話、イー・アクセス、ドコモ・
モバイル、東海旅客鉄道、ソフトバンクテレコム （８社／15名）

情報・システム

エヌ・ティ・ティ・データ、トランス・コスモス、東芝ソリューション、ＮＥＣシステムテクノロジー、
富士通エフ・アイ・ピー、デンソーテクノ、シーイーシー、コベルコシステム、エヌアイデイ、ルネ
サスデザイン、CIJ、ドコモ・システムズ、中央コンピューター、アイティフォー、エヌ・ティ・ティ・
データ九州、パナソニックＡＶＣテクノロジー、トヨタケーラム、ケーケーシー情報システム、京信
システムサービス、エヌエスソリューションズ中部、シスメックスＣＮＡ、サミーネットワークス、
ＮＥＣネッツエスアイ （23社／24名）

そ の 他

大林組、鹿島建設、大成建設、竹中工務店、アサヒ飲料、西山ケミックス、ハンジョウ、成田国際空
港、丸紅、長瀬産業、ベネッセコーポレーション、十六銀行、シーテック、タマディック、メイテッ
ク、インテリジェンス、アルプス技研、シークス、エクシード、一般財団法人関西電気保安協会、オ
ムロンソーシアルソリューションズ、名古屋市人事委員会、広島市人事委員会、京都府人事委員会、
小豆島町役場、静岡県警察本部、宇治市役所、草津市役所、加賀市役所、いなべ市役所、大阪府教育
委員会、アイシンエンジニアリング、多気郡農業、家業 （34社／35名）

２
０
１
２
年
度
は
、
企
業
の
採
用
活

動
の
開
始
時
期
が

12月
に
変
わ
っ
た
た

め
、
学
生
が
志
望
企
業
を
見
定
め
る
た

め
の
準
備
期
間
が
２
ケ
月
短
縮
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
今
年
度
も
厳
選
採
用
の

傾
向
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
ご

承
知
の
通
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

就
職
活
動
が
一
般
化
し
て
い
る
た
め
、

大
手
企
業
の
競
争
率
は
す
さ
ま
じ
い
値

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
推
薦
を
受
け

た
学
生
も
厳
し
く
選
考
さ
れ
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
掲
載
し
た
今
年
度
の
実
績
は

４
月
時
点
で
の
最
終
デ
ー
タ
で
あ
る
た

め
、
就
職
活
動
継
続
の
学
生
数
は
、
昨

年
度
掲
載
し
た
活
動
中
の
学
生
数
（
２

月
末
時
点
）
と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
大
学
院
博
士
前
期
課
程

の
修
了
者
の
進
路
決
定
率
は

99％
で
、

そ
の
内
訳
は
就
職
者
が

95％
、
進
学
者

が
４
％
で
す
。
ま
た
、
学
部
卒
業
者
の

進
路
決
定
率
は

92％
で
、
そ
の
内
訳
は

就
職
者
が

41％
、
進
学
者
が

51％
で
、

進
学
者
が
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

業
種
別
に
見
る
と
、
就
職
先
が
幅
広

い
業
種
に
拡
が
っ
て
い
る
事
は
例
年
通

り
で
す
が
、
「
電
気
・
電
子
・
機
械
」

は
昨
年
度
と
比
較
し
て

19名
減
少
し
て

お
り
、
製
造
業
の
昨
今
の
厳
し
い
経
営

状
況
を
伺
わ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
数
年
間
「
そ
の
他
」
は
連
続
し
て
増

加
す
る
傾
向
で
就
職
先
の
多
様
化
の
進

行
を
示
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

16名
減
少
し
ま
し
た
。
他
方
、「
電
力
・

ガ
ス
」「
運
輸
・
通
信
」「
情
報
・
シ
ス

テ
ム
」
は
そ
れ
ぞ
れ
若
干
数
増
加
し
ま

し
た
。

近
年
、
大
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
オ
フ
ィ

ス
に
よ
る
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
学
部
教

育
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

を
お
い
た
り
、
専
門
科
目
の
中
で
講
演

会
を
開
催
し
た
り
し
て
学
生
の
就
職
意

識
を
早
く
か
ら
高
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
シ

ス
テ
ム
系
は
今
年
度
も
非
常
に
多
く
の

求
人
を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

学
生
に
は
幅
広
い
視
点
を
持
っ
て
就
職

活
動
に
望
み
、
本
人
の
適
性
に
マ
ッ
チ

し
た
就
職
を
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
の
皆
様
に
は
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
（
就
職
委
員
今
井
茂
）
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立
命
電
友
会
会
報

40号
の
発
行
に
あ

た
り
、
ご
寄
稿
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
対

し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
前

回
の
会
報
の
「
新
役
員
紹
介
」
に
て
お

名
前
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

田
口
耕
三

↓田
口
耕
造
（
正
）
に
な

り
ま
す
。

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
宮
林
）

立
命
電
友
会
連
絡
先

〒
５
２
５

－

８
５
７
７

滋
賀
県
草
津
市
野
路
東
１

－

１

－

１

立
命
館
大
学
理
工
学
部
電
子
シ
ス
テ
ム
系
内

立
命
電
友
会
事
務
局

高
山
茂

宮
林
和
子
（
月
・
木
）

電
話

０
７
７
（
５
６
１
）
２
６
６
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７
（
５
６
１
）
２
６
６
３

E
-m
ail:
k
m
a98019

＠

se.ritsu
m
ei.ac.jp

http://ritsum
ei-denyukai.com

/

（
会
報
の
題
字
は
久
保
之
俊
氏
）

事事
務務
局局
便便
りり

訃
報

卒
年

氏
名

昭

14年
平
等
路
金
藏
平
成

22年

昭

23年
山
村
眞
平
平
成

24年

昭

26年
山
東
弘
二
平
成

24年
３
月
２
日

昭

27年
池
田
陽
吾
平
成

24年
５
月

昭

31年
吉
川
栄
逸
平
成

24年
６
月
７
日

昭

31年
菊
池
博
司
平
成

24年

10月

15日

昭

32年
植
村
義
彦

昭

36年
三
宅
信
一

昭

38年
平
綱
文
夫
平
成

24年
６
月

昭

43年
武
川
俊
雄
平
成

24年
９
月
６
日

平
８
年
田
原
慶
一
朗
平
成

25年
３
月

13日

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

25年
度

電
子
シ
ス
テ
ム
系
の
主
な
役
職
者

電
気
電
子
工
学
科

学
科
長

今
井

茂

就
職
委
員

鷹
羽
浄
嗣

電
子
光
情
報
工
学
科

学
科
長

藤
枝
一
郎

就
職
委
員

齋
藤

茂

電
子
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

◎
学
科
長

馬
杉
正
男

就
職
委
員

福
井
正
博

◎
は
学
系
長
で
す
。

【
退
職
】

小
松
康
廣

平
成

25年
３
月

31日
、
定
年
退
職

小
野
雄
三

平
成

25年
３
月

31日
、
定
年
退
職

左
貝
潤
一

平
成

25年
３
月

31日
、
定
年
退
職

【
新
任
】

渡
邉

歴

平
成

25年
４
月
１
日
、
電
気
電

子
工
学
科
教
授
に
着
任

柿
ケ
野
浩
明

平
成

25年
４
月
１
日
、
電
気
電

子
工
学
科
准
教
授
に
着
任

福
水
洋
平

平
成

25年
４
月
１
日
、
電
気
電

子
工
学
科
准
教
授
に
着
任

寺
本
高
啓

平
成

25年
４
月
１
日
、
電
気
電

子
工
学
科
助
教
に
着
任

熊
木
武
志

平
成

25年
４
月
１
日
、
電
子
情

報
工
学
科
任
期
制
講
師
に
着
任

孟
林

平
成

25年
４
月
１
日
、
電
子
情

報
工
学
科
助
教
に
着
任

学
系
便
り

例
年
３
月
の
卒
業
式
・
修
了
式
当
日

に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
電
子
シ
ス
テ
ム

系
卒
業
・
修
了
祝
賀
会
」
（
理
工
学
部

電
子
シ
ス
テ
ム
系
主
催
）
の
冒
頭
に
て
、

立
命
電
友
会
の
「
２
０
１
２
年
度
入
会

式
」
を
執
り
行
ま
し
た
。
当
日
は
、
約

１
０
０
名
の
卒
業
生
・
修
了
生
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
（
参
考

�卒
業
生
数
約

２
５
０
名
、
大
学
院
修
了
生
数
約
１
３

０
名
）
。
本
会

か
ら
は
、

瀬
見
会
長

以

下
副
会
長
３
名
、
顧
問
１
名
、
他
幹
事

８
名
、
計

12名
の
学
外
役
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
入
会
式
冒
頭
、
ま
ず
瀬
見
会

長
よ
り
卒
業
・
修
了
に
対
す
る
祝
辞
、

社
会
人
と
し
て
の
心
得
、
立
命
電
友
会

に
お
け
る
活
躍
に
対
す
る
期
待
な
ど
に

つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
参
加
し
た
役
員
一
人
一
人
の
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
天
野

副
会
長
よ
り
本
会
の
概
要
と
共
に
、
活

動
内
容
（
会
員
情
報
の
管
理
、
会
報
発

行
、
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
・

サ
ー

ビ
ス

［
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

メ
ー

リ
ン

グ
リ
ス

ト
］
、

同
期

同
窓
会
の
開
催

支
援
、

支

部
・
関
連
同
窓
会
、
総
会
な
ど
）
に
つ

い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
事
務
局
よ
り
閉
会
の
辞
を
述
べ
、

入
会
式
を
終
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
外
役
員
は
、
引
き
続
き

開
催
さ
れ
た
「
電
子
シ
ス
テ
ム
系
卒
業
・

立
命
電
友
会

２
０
１
２
年
度
入
会
式
の
開
催

修
了
祝
賀
会
」
に
参
加
し
、
学
科
教
員

や
卒
業
生
・
修
了
生
と
と
も
に
飲
食
・

歓
談
の
時
を
過
ご
し
、
交
流
を
は
か
っ

た
。

（
事
務
局
長
高
山
）
記


